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作品研究）STYLING COLLECTION 2023 

フォトネイルモデル部門出品作品 －『Fairy』－ 

（ STYLING COLLECTION 2023 Photo Nail Model Category Exhibited Works -『Fairy』- ） 

酒井朋恵 1) 

抄 録 

全国の美容師や美容学生が集い、技術や感性を競い合う、年に一度の美容コンテストイベント＜STYLING 

COLLECTION 2023＞「フォトネイル部門」に参加・出品した作品について、制作過程やテーマを紹介する。 

 

キーワード：STYLING COLLECTION 2023 フォトネイルモデル ネイルアート 

 

I. はじめに 

＜STYLING COLLECTION＞とは、世界最大の理

美容室組織＜SPC GLOBAL＞が主催する、全国各地

の理美容師達が技術とプライドを懸けて競い合い、 

日本一のトップを目指す日本最大級のコンテスト＆

ショーイベントである。 

昨今のコロナ禍の影響によりさまざまな美容イベ

ントが中止になり、クリエイティブな作品等を生で目

にしたり、技術を競い合ったりする機会がなくなって

いたが、2023 年に新型コロナウイルス感染症が「５

類感染症」に移行されたことから、オンライン等工夫

しながら、少しずつ美容イベントが復活している。   

＜STYLING COLLECTION＞では、今年から新しく

モデルを使ったフォト部門等を増やし、累計 1,600 名

程の選手が参加することとなった。 

コロナ禍で開催が見送られ、自分自身の感性や技術

の向上、表現の場がなくなってしまい、また新しい競

技に参加したいという、創作意欲が募っていた。こう

したことから、自身の参加条件の揃う競技の中から、

モデル競技を選択し、挑戦することにした。 

今回参加した「フォトネイル部門」では、ネイルに

合わせてヘアメイクから足先まで、各自が設定した

テーマに合わせ、自由な発想による独創的なトータル

コーディネートを作り上げ、「全身、ベストショット、

ハンド」の写真を 3 枚撮影して出品し、ネイルデザイ

ン、トータルコーディネートを競い合うものである。

作品は、シルバー賞（2 位）を受賞した。 

 

II. 作品紹介 

今回の作品は、久々のモデル競技参加だったので、

まずはテーマを決めず、自分が素敵だと感じるモデル

を決め、その後、モデルを活かすヘアメイクをデザイ

ンすることにした。次に、ヘアメイクのイメージに合

わせたネイルをデザインし、そのイメージがより明確

に伝わるような衣装を最後に製作し、撮影した。 

「メイク」は、モデルの肌が白く透明感があり、綺

麗だったため、素材を活かして、パールやラメで艶感

を足し、白と水色のアイラインをポイントに目を強調、

撮影でとんでしまわないように、やりすぎず、薄すぎ

ず、ナチュラルに仕上げた。 

「ヘア」は、美容師国家試験課題であるフィンガー

ウェーブをイメージし、ヘアアレンジとして、新しく

独創的になるよう、編み込みを作ることでウェーブの

流れを表現した。モデルのヘアスタイルはボブスタイ

ルだったが、ロングスタイルに仕上げたかったため、

地毛となじむよう、黒からミルクティーカラーのグラ

デーションの付け毛（ウィッグ）を使用してホログラ

ムやラメで艶感を出し、仕上げた。 

「ネイル」は、蝶や蝉の羽根を参考にしながら、大

理石や花、水の流れを取り入れることで瑞々しさを表

現している。ジェルをたっぷりと使用して艶々に仕上

げ、架空の生命力溢れる世界観を創出した。 

「衣装」は、モデルのイメージを崩さずネイルの世

界観に存在する＜妖精＞をイメージし、あえて左右非

対称の衿元を作り、フリルやレース刺繍で繊細さを表

現した。さらに、ミニスカートと白インナーにボ

リュームを出し、膝上ストッキングで足を出すことで

軽やかさを表現している。 

「撮影」は、初めての経験であり、非常に苦戦した。

友人に一眼レフカメラを借用、写真室で撮影したが、

特に、ネイルの細かい繊細な部分や艶感そのままを思

いどおりに写し出せなかった。また、全身写真は世界

観を表現しやすかったが、１枚を厳選し、１枚で表現

することが難しかった。 

制作する過程でイメージが固まっていき、モデルや

世界観を表現する作品のテーマとして、最後に

『Fairy』と名づけた。 

今回は、モデルの多大な協力により作品を作り上げ

ることができたが、撮影したフォトでの出品だったた

め、実際のモデルの世界観や空気感、ネイルの繊細な

部分を十分に伝えきれなかったことは残念である。し

かし、久々のモデル競技挑戦と表現の機会は、貴重な

経験となり、充実した時間を過ごすことができた。 

今後も新しいことに挑戦し、たくさんの刺激を受け、

成長していきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル協力：山野美容芸術短期大学 美容デザイン専攻２年 加藤優空（カトウユラ） 

 

提出日：2023/12/20 

タイトル：『fairy』 

「STYLING COLLECTION 2023」フォト部門 ＜フォト ネイルモデル＞ シルバー賞 受賞作品 


